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パ レ イ シ ョ早 掘 栽 培 の 2、  6の 考 察
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(青森県畑作日芸試験場 )

A Fo・ v Ooneideration3 on the Forcing O■ ■●ュre of tho Potato

NOrlmaea OsAKA,Ma8ayoshi YnAC10性 ,and ■8hiぃ・ teu MATsunA

(Ao口ori「 ■o■こ Crope ・・・A ョbrticu■●lra■ Ettperimont station)

1ま え が き

青森県において近年パ レインコの早掘裁培が増えつ

つある。 これは 7月 上中旬の収穫出荷により,価格的
に有利に販売できること,ま た跡作に秋野菜を取 り入

れることで土地利用率を高めることができることなど

による。昭和5o年から52年 にかけて早掘裁培の適品種

と載培方法に関する試験を実施 したのでその結果 を報

告する。

2試 験 方 法

` 
マルチ裁培用適品種の選定試験

供試品種 :男 しゃく(標準),メ ータイン,ワセツロ

裁植密度 :70"X22‐ ,ア ール当り64,4株

施肥量 (絆 /a):No8(基 18)+o3(追肥 ),P205
12, 聰010,堆

'巴

150

使用フイルム :α 021り 透明フイルム

2 催芽およびマルチ裁培に関する試験
供試品種,栽植密度,施肥量,使 用フィルムは

'の
試験に同 じ。

催芽方法 :浴光催芽法 (ピ ユールバウス内にてう0日

間 )

区の構成 :①催芽マルチ区(催芽いものマ″ 裁培)

②催芽区(催芽いもの無マルチ栽培),③マルチ区(無

催芽いものマルチ裁培 ),④無マルチ区(無催芽いも

表 1 生育収量調査 (511年 ,51年,2カ 年平均 )

2 催芽およびマルチ栽培に関する試験
いものIE大 に及ぼす催芽およびマルチの効果 を検討

した結果は図 1の とお りである。

催芽マルチ区と催芽区を比較すると,上いも重,大

の無マルチ裁培 )

5 ワセツロの裁培密度,施 1巴量に関する試験
供試品種 :ワ センロ

区の構成 :①密植半肥区,②密植標肥区,③密植倍
肥区,④標植半肥区,⑤標植標肥区,⑥標植倍肥区,
②疎植半肥区,③疎植標肥区,⑨疎植倍肥区
Й

'1巴

量 (1タノa):標 ‖巴は N l18, P205, 12, K20, lo,

半肥は標肥の 1/2,倍 肥は 2倍 施用,この他追 1じ No3,

堆肥1∞ は各区共通。

裁植笹度 :標植はア0¨ X22卸 ,アゥレ当 り6494株 ,

密植は70cr.Xl●m,ア ール当 り,524株 , 疎植は70m
×30", アール当 り 4フ

`2株
。

3試 験 結 果

1 マルチ裁培用適品種の選定試験
マルチ裁培下における各品種の特性および収量を検

討した結果は表 4の とおりである。

初期生育をみると蒻芽,着僣はワセツロがメークィ
ン,男 しゃくより1～ 2日 早 く, また開花も2～ 5日

早い。総いも重ではワセンロが男しゃくに比べて52%,

メータインに対 して20¢ の多収 を示 した。また大いも

重においてもクセツロが135均 で男 しゃくの53り, メー

タインの
"り
に対 して高い値 を示 した。以上のことか

ら, ワセシロは早期肥大性にす ぐれ,早掘裁培用品種
として有望と思われた。

注.掘取月 日,昭和50年 7月 14日 ,昭和51年 7月 15日 。

いも重とも催芽マルチ区が多収 とな った。またマルチ

区と無マルチ区の比較でもマルチ区が多収 を示 し,い
もの肥大に及ぼすマルチ効果が認められた。また催芽

マルチ区とマルチ区を比較すると,上 いも重,大 いも
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重とも催芽マルチ区が勝 った。地上部の生育はマルチ

区が旺盛であつたが,茎葉が過繁茂気味 となって一般

に低収であ った。同様に催芽区と無マルチ区を比べて

も催芽区が多収で無マルチ区は徒長気味で低収であ っ

た。以上のことから催芽処理によって初期生育が促進

されると,い もの肥大が早期から開始され,地上部の

生育は速度に抑制されるものと思われる。品種別にみ

ると,各品種とも催芽マルチ区が上いも重,大いも重

ともに多収を示 したが,催芽区とマルチ区を比較 して

みると,い もの1巴大に及ぼす催芽処理 とマルチ処理の

効果は, ワセツロではマルチの方が高 く,メークイン,

男 しゃくでは催芽の方がやや高いと思われる。

ね幅70“で株間 22cltの 標準密度が適当と考 えられる。

(2)施肥量

地上部の生育は倍肥区が旺盛で,半肥区では劣枕 o

上いも重では密植条件での多肥効果により多収 となっ

た。また大いも重では,密植,標植,疎植,い ずれの

条件においても倍肥区が多収 とな った。このことから

施1巴量 としては標準施肥量よりやや多目が適当と考え

られる。
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図2 ワセシ
と収量 (

4 ま  と  め

1 パ レイショ早掘栽培用の適品種 としてワセツロ

が有望 と思われた。

2 催芽処理による初期生育の促進と,マルチによ

る地温上昇効果によって,い もの肥大 め`早まり,催芽

マルチ栽培が最も多収を示 した。

5 ワセシロの適正な裁植密度は, うね幅フ0いで株

間 22“ ,ア ール当り64,4株 植えがよく, 施 肥量は標

準施肥量 (Nα 8(基 1じ )+03(追 肥 ),P20012,
К2010)よ りやや多目に施用するとよいように思われ

た。
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図 1 7月 11日 における生育 と収量 (昭 52年 )

3 ワセツロの裁植密度,施 1巴量に関する試験

早掘栽培用として有望なワセンロの多収栽培法を栽

植密度,施肥量の面から検討 した結果を図 2に示す。

(1)裁植密度

地上部ρ生育は密植区が旺盛で収量も多かったが,

大いも重では標植区が多収であ った。疎植区における

地上部の生育は半肥,標肥条件で劣り,ま た倍1巴条件

では徒長気味とな って低収であ った。以上の結果から

密植すると多収となるが,い もの肥大を考えると,う


